











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































資料4． ． ． ． ・神戸市小学校教育研究会糊ﾘ活動部学級活動ハンドブックより
②学級会の話し合いをスムーズに進めるための計画委員会の役割について学習した後、指
導案を考える。



































































1位・ ・ ・ ・ ・ ・ ・“がんばれ”は力が生まれる合言葉
～みなぎる○○一等賞～
2位・ ・ ・ ・ ・ ・ ・つながろうみんながヒーロー笑顔の輪

















例えば ・保健委員会・ ・ ・ ・ ・レスQ委員会
・美化委員会・ ・ ・ ・ ・ピカピカ委員会

















































































































































と耳を働力せながら確かめようと呼びかけた。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ｛11行事が語られた｝
（3）その後、卒業式が“最後の授業”といわれるのはなぜだろうかと問い、一人一人自分の
考えををまとめた。
霊霊蕊
辱零弩鑿溌f謹雲
3－5地域との交流（第十四回目）
学習指導要領では、学校行事の内容の取扱いに関する留意事項の中で次のように示されている。
（4） 〔学校行調については、学校や地域及び児童の実態に応じて、各種類ご
とに、行事及びその内容を重点化するとともに、行事間の関連や統合を図る
など精選して実施すること。また、実施に当たっては、異年齢集団による交
流、幼児、高齢者、障害のある人々さどとの触れ合い、 自然体験や社会体験
などの体験活動を充実するとともに、体験活動を通して気付いたことなどを
振り返り、まとめたり、発表し合ったりするなどの活動を充実するよう工夫
すること。
そこで、いろんな対象パターンを想定してプログラムを考えた。
（1）六年生と高齢者の方との交流行事を考えよう （老人ホームを訪問する）
・活動計画、事前の準備
・活動内容 をどうするか
（2）地域の高齢者の方をお招きして
（各教室で、運動場を使って、色々なことを教えていただく、人生の先輩から学ぶ）
・活動計画、事前の準備
・活動内容 をどうするか
（3）異学年交流は
･二年生と五年生との交流 （行事名・活動内容を考える）
｡－年生と六年生との交流 （行事名・活動内容を考える）
（4）全校生が楽しく過ごす、毎学期一回の縦割り活動（校外へ出かけることも可とする）
おわりに
15回の講義を振り返ってみて、いくつかの反省点、課題等がみえてきた。それは
（1）グループワークの手法が、なかなか目指すアクティブラーニングの要素を満たせず、
不十分であったことである。あくまで教師側からの働きかけに対して、学生が色々弓からの働きかけに対して、学生が色々アイデ
ィアを考えるが、言わせっぱなしであったり、個々のグループ内での議論は深まっても、
全20グループ全体が､議論し一定の結論を出す場が持てなかった｡学生がもっと自主的・
能動的に進められる授業の構成や、 自分自身の関わりの在り方を今後は考えたい
(2） 特別活動での各活動においても、評価基準を設けているにも関わらず、この授業での形
成的評価や、多様なルーブリックを活用するなどの評価方法を十分駆使できなかったこと
も反省点として挙げられる。
（3） 中央教育審議会での特別活動の現状と課題、改善の方向性（検討素案）の中で述べられ
ている内容で、今後授業に取り入れたい重点的な検討課題として考えたいことは
①小1プロブレム解消のためにも、第一学年の学級活動の時間の重点的運用を図るとい
う点をどうする力も
②社会的自立の推進に関連して、 「異年齢集団による活動｣や｢地域との連携｣の在り方
をこれまで以上に考える。
③体験活動の推進に関連して、自然の中などでの集団宿泊体験、本物の自然の大切さを
一層重視する学校行事をどう見直していけばよい力等である。
（4） この講義を終えての授業アンケート （13項目）の中で、特に評価の高かった項目は
順に
①この授業では、学生同士の討論やグループワークを取り入れる工夫がみられた
②この授業の内容には、興味・関心が持てた
③この授業を受講して、非常に満足している
③この授業では､学生が質問や意見を述べられるような酉聴がなされた （同数）
であり、少しは意図したことが伝わったかなと正直ホットした面もあったが、改善
点、課題も多くあり、今後検討を深めたbも
最後に、 15回目の総括テストのあと小学校における「糊11活動の意義」についてあなたの考え
を述べよというテーマで全員に書かせたので、そのうちの一人を紹介する。
I活動の意鏡」についてあなたの考えを述べよ。小
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蝉械1
??
縄ｴ池に/“ﾉこめ､築団野らの
－
ﾄ烏政箇の圓床ゑぎある『鯉紬
>脚(胸噛』竺妾､陛陛』_t""笠哩上型皇雌旦塑垈，脚鞄に恥。
純身､りぅ越騨ざ皿掌拠墓丘壁ん,塗猶や人と閏必嘩とf､極餓港洛鮮をし応
上ぜ､喫野鱗"人型ﾑ醐蜘鯉＆緑の型Pf,&ZEIIKL墜些生埜gと力峨げめ、
と弱Aも。
小学校における教育内容は、大きく分けて1、教科指導2，道徳3，特別活動4総合的
な学習の時間5，外国語活動の五つである。教科指導以外では、今回取り上げた望ましい集団活
動や体験的な活動を通して豊かな学校生活を築き社会性の育成を図るというねらいをもつ「特別活
動育」が教育活動の最も重要な柱になっているといっても過言ではない。
それは、豊かな体験の場である集団活動を通して
①コミュニケーション能力を磨き、人と人との関わり方を学び、 自尊感情を育血
②互いの違いを認め合い、仲間と手を携えて責任を果たそうとする気持ちを育てる。
③仲間と協力し思いやりの気持ちが育ち、だれもが主役になれる人づくりに貢献できる。
④集団で目標を達成する喜びを感じることが出来ることなどが挙げられる。
学生は、この講義を通して特別活動が何を大事にしているか、子どもにどのような力をつけたら
よいかについて学ぶとともに、小学校での体験を振り返ったりしながら、近い将来、学校現場でど
のような実践をしなければならないのか、グループで考え議論を深め、具体的な構想やプランづく
りを経験したことは貴重な財産となったのではないかと考える。
特別活動のねらいは、 「生きる力」を育てることであり、集団で学ぶところにある。それは学校
での学びが何より一番大きいことをしっかりと胸に刻み、学生に伝えていくことが重要である。
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